
「佐渡島の金山」世界遺産に
遺産名　　　　　　　　　分穎登録年

国内の世界遺産
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★

惜
撃
照
会
か
ら
一
転
、
登
録

ユ
ネ
ス
コ
韓
国
含
む
全
会
二
致

【
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
時
事
】
イ
ン
ド
で
開
催
中
の
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
早
ネ
ス
コ
）
の
世
界
遺
産

妻
曇
は
召
（
日
本
時
間
同
）
、
世
界
最
大
級
の
金
生
産
地
だ
っ
た
「
象
牙
金
山
」
（
新
潟
県
佐
渡
市
）

の
世
界
文
化
遺
産
へ
の
登
録
を
決
定
し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関
は
6
月
、
追
加
情
報
を
求
め
る
「
情

報
照
会
」
を
勧
告
し
て
い
た
が
、
審
議
の
結
果
、
韓
国
を
含
む
全
会
一
致
で
登
録
が
決
ま
っ
た
。

世
界
遺
産
妻
は
「
世
界
で
採
鉱

な
ど
の
機
械
化
が
進
ん
だ
時
代

に
、
高
度
な
手
工
業
に
よ
る
採
鉱

と
製
錬
技
術
を
継
続
し
た
ア
ジ
ア

に
お
け
る
他
に
類
を
見
な
い
事
例

だ
」
と
評
価
し
た
。

佐
渡
島
の
金
山
を
巡
う
て
は
、

太
平
洋
戦
争
中
に
朝
鮮
半
島
出
身

者
も
働
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
韓

国
側
は
「
強
制
労
働
の
現
場
だ
」

と
し
て
日
本
政
府
に
抗
議
す
る
な

ど
し
て
き
た
。
世
界
遺
産
妻
は
日

本
に
対
し
、
「
鉱
業
採
掘
が
行
わ

れ
た
す
べ
て
の
時
期
を
通
じ
た
歴

史
を
説
明
す
る
施
設
を
整
え
る
こ

と
」
な
ど
を
勧
告
し
た
。

政
府
代
表
は
登
録
決
定
後
、
「
金

山
に
お
け
る
す
べ
て
の
労
働
者
、

特
に
朝
鮮
半
島
出
身
労
働
者
を
誠

実
に
記
憶
に
留
め
、
韓
国
と
協
議

し
な
が
ら
展
示
施
設
を
強
化
す
べ

く
努
ガ
し
て
い
く
」
と
す
る
声
明

を
読
み
上
げ
た
。

政
府
は
、
佐
渡
市
の
「
相
川
郷
土

博
物
館
」
に
過
酷
な
労
働
状
況
な

ど
に
関
す
る
展
示
物
を
新
た
に
整

備
。
同
市
で
毎
年
、
労
働
者
の
追
悼

行
事
を
行
う
こ
と
も
表
明
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
要
員
国
の
韓
国

代
表
は
「
未
来
志
向
の
月
韓
関
係
と

い
う
視
点
か
ら
世
界
遺
産
妻
の
決

議
を
尊
重
す
る
。
全
体
の
歴
史
を
示

す
と
い
う
日
本
の
言
葉
を
信
頼
し
、

履
行
を
期
待
す
る
」
と
述
べ
た
。

佐
渡
島
の
金
山
は
1
7
世
紀
に
は

世
界
最
大
級
の
金
生
産
地
と
な

り
、
機
械
化
が
進
む
中
で
1
9
世
紀

半
ば
ま
で
手
工
業
に
よ
る
金
生
産

が
行
わ
れ
た
。
政
府
は
「
世
界
に
類

の
な
い
鉱
山
遺
跡
」
と
し
て
、
昨
年

の
登
録
を
目
指
し
て
推
薦
書
を
提

出
。
し
か
し
、
ユ
ネ
ス
コ
か
ら
内
容

の
不
備
を
指
摘
さ
れ
、
昨
年
に
修

正
し
た
推
薦
書
を
再
提
出
し
た
。

ユ
ネ
ス
コ
諮
問
機
関
の
国
際
記

念
物
遺
跡
会
議
（
イ
コ
モ
ス
）
は
6

月
、
「
登
録
」
に
次
ぐ
情
報
照
会
を
勧

告
。
推
薦
対
象
外
の
明
治
以
降
の
遺

構
が
多
く
含
ま
れ
る
一
部
地
区
を

除
外
す
る
な
ど
3
項
目
の
指
摘
を

受
け
、
政
府
は
い
ず
れ
も
応
じ
た
。


